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臨床薬理学 第 4版
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日本臨床薬理学会の重鎮であら
れる，小林真一，長谷川純一，藤
村昭夫，渡邉裕司の 4教授責任編
集⽝臨床薬理学（第 4版）⽞が上梓
された。臨床薬理学というと，
⽛ADME⽜＊という言葉がすぐ思い
浮かぶように，薬物の体内動態に
関する学問というイメージが強
い。もちろん，薬物動態は臨床薬
理学の重要な一分野であるが，冒
頭の⽛刊行によせて⽜において，
渡邉教授が⽛臨床薬理学は，薬物
とヒトとのあらゆる側面に関与す
る科学⽜であると述べているよう
に，本書では，薬物の薬理作用と
その機序といった基礎的な分野か
ら，薬物動態，薬力学，実臨床に
おける薬物の使い方，処方箋の書
き方，そして新薬の開発プロセス，
薬事行政に至るまで，臨床医，薬
剤師，その他の医療スタッフが理
解しておくべき臨床薬理学の多岐
にわたる内容が丁寧に記述されて
いる。2色刷りで読みやすく，本
書はまさに日本臨床薬理学会が総
力を挙げて作られた臨床薬理学の
スタンダードブックと言える。
言うまでもなく，薬物療法は医
療の基本である。医学生が学ぶ標

準カリキュラムである医学教育モ
デル・コア・カリキュラムにおい
ては，⽛生体と薬物⽜の項に，主に
薬物動態，薬力学に関する履修内
容が記載されており，また⽛加齢
と老化⽜の項に，薬物動態の加齢
変化，ポリファーマシーの記載が
されているが，臨床薬理学の体系
的な学習という点ではまだまだ不
十分と思われる。厚生労働省によ
る⽛臨床研修の到達目標⽜におい
ては薬物療法に関する独立した項
目はない。このような状況下で，
医療の基本である薬物療法を，医
学生，医師（特に研修医），薬学生，
薬剤師の方々が深く学ぶために，
本書は大いに役立つであろう。さ
らに，看護学生，看護師など，す
べての職種の医療スタッフが薬物
療法の基本を学ぶのに有用である
ことは申すまでもない。
折しも，2018 年 4 月に施行さ
れた臨床研究法およびその施行規
則では，特定臨床研究の審査を担
当する認定臨床研究審査委員会に
⽛毒性学，薬力学，薬物動態学等の
専門的な知識を有する臨床薬理学
の専門家⽜を配置しなければなら
ないこととなった。臨床薬理学

は，臨床研究を進めるうえで，ま
すます重要な位置を占めることに
なるわけであり，この時代の流れ
からも，本書の発刊は極めて時宜
を得たものになった。
臨床薬理学のすべての内容を盛

り込んだ本書であるがゆえに，日
常の持ち運びにはやや難がある。
今後，本書のエッセンスをまとめ
た簡便なハンドブックがあれば，
と思うのは評者だけであろうか。

＊吸収（absorption；A），分布（distri-

bution；D），代謝（metabolism；M），
排泄（excretion；E）の頭文字を取っ
たもので，薬物の体内動態を理
解するうえでの基本的な概念
である。
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